
 

原稿は順次、JDR編集部で受付いたします。
*出版に際してPage Chargeが必要なことをご了承ください。

原稿を受付し次第、JDR編集委員会による論文の査読者2名の選定に入ります。
*査読者は論文の当該分野における適切な研究者の方へ依頼させていただきます。

査読者へ編集部から査読者2名へ査読を依頼いたします。
*JDRでは匿名での査読を行っております。査読者に関するお問い合わせはご容赦ください。
*JDRでは原則2週間にて査読を行っております。
*査読者の都合等、やむをえない事情により上記期間を超過する場合があります。

4. 査読結果の通知 編集部から査読結果及び査読意見を通知いたします。2名の査読者の判断に基づき、編集委員会により最終判断されます。採
録なら6.のプロセスに進みます。条件付採録, 又は照会（修正後再提出）なら著者に査読者のコメントに従った修正を求めま
す。不採録となります場合には、理由を通知いたします。

　  約2週間　　１週間

5. 再投稿受付
再査読依頼

修正された原稿を受け付け、再査読を依頼いたします。再査読の結果を受領したら5のプロセスに戻ります。
*原稿修正の際は、査読意見に対する回答、原稿の修正点を明記した回答書を添付いただきますようお願いいたします。ま
た、修正箇所を赤字で記載していただくなど、査読者へ分かる様修正箇所を明示していただきますようお願いいたします。
*時間的な関係もあり、再査読プロセスは原則一回にてお願いしております。

6. 最終原稿受付・
チェック

編集部より、著者に最終原稿と必要書類の提出を依頼いたします。最終原稿のチェックを編集部で行います。
*著作権委譲書、別刷掲載申込書、著者略歴・顔写真をご提出いただきます。
*当社で原稿をチェックし、不足の物がある場合は当社から著者へ連絡いたします。

翻訳（和文の場合） 当社の理系翻訳専門の翻訳者へ翻訳を依頼します。1論文の翻訳に約２週間掛かります。
*翻訳の際、翻訳の向上の為、著者の方へテクニカルタームの英訳をご提出いただいております。
*翻訳文は、文章の質の向上の為、さらに外国人校訂者による校閲を受けます。
*翻訳文及びその英文校閲結果を著者へ送付し、確認、修正していただきます。

約2週間

外国人校訂 *全ての論文に対して、ネイティブの専門の英文校閲者による英文校閲が入ります。
*不要の際はお申し付けください。

約１週間

原著者校閲 *英文校閲が終わりましたら、著者へ確認していただきます。
*英文に対する校閲意見を採択するかどうかは著者の判断に委ねます。

約１週間

組版、レイアウト *弊社でＪＤＲの仕様に従って、１からレイアウトを行います。
*弊社は基本的に全ての原稿についてTeXによるレイアウトを行っております。
*投稿の際、TeXでの原稿作製をご希望される方は、お申し付けいただければ、JDR仕様のTeXのテンプレートファイルをお送り
いたします。

約１週間

原著者校閲 *通常１週間程度で著者校正をおこなっていただきます。
*作業の迅速化と確実な校正の為、ＰＤＦによるゲラの送付、校正を行っております。
*スケジュールの都合上、早急な対応をお願いすることがございますので、ご協力いただきますようお願いいたします。

約１週間

訂正
3～4日

(再度原著者校閲）

校了

*通常校正は通常１度までとさせていただいております。
*最終原稿を著者へ送付いたします。

印刷原稿チェック *編集部で印刷用原稿の最終確認、データのチェックを行い、印刷へ入ります。

3～4日

印刷・製本
約２週間

出版 *通常印刷に２週間程度掛かります。出来上がりましたら、弊社から著者の方へ別刷、本誌一冊を送付いたします。合わせて掲
載料、別刷料等の請求書を送付いたします。

Journal of Disaster Research では次の手順で編集を行なっていきます。
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2. 査読者の選定

3. 査読依頼
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